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１． 研究課題

福島第一原子力発電所の廃止措置を，実効性の高い技術に基づき実現することを目指して，高放

射線環境等原子力特有の条件を地盤工学に融合し，原子力発電所の現状から廃炉までの時間軸を考

慮して，「土・地盤の放射線遮蔽性能を活用したデブリ取出し補助技術と掘削技術の適用評価，そ

れに基づく実効性の高い数種類のデブリ処理メニューの提示」を行う．

また，これらの技術を体系化し，原子力技術者と協働できる新しい地盤工学技術者の育成プログ

ラム「廃炉地盤工学」の一単元を提供することを目的とする．なお，本研究は，文部科学省「国家

課題対応型研究開発推進事業」『廃止措置研究・人材育成等強化プログラム』に採択された「福島

第一原子力発電所構内環境評価・デブリ取出しから廃炉までを想定した地盤工学的新技術開発と人

材育成プログラム」（代表：公益社団法人 地盤工学会）の再委託研究の一環として進める．

２． 主な研究成果

平成 30年度は，福島第一原子力発電所のデブリ取出し補助のためのガンマ線と中性子線両

方の遮蔽性能を有する超重泥水や，構内除染廃棄物の一時仮置き施設のためのガンマ線遮蔽

性能と遮水性能の両方を保有する覆土材の仕様設計に資するため，各材料仕様に応じて取得

した放射線遮蔽データの一次データベースの拡張を行った．また，各材料仕様に応じた施工

性を評価するため，平成 29年度までに導入した超重泥水の充填施工性評価実験装置とタクタ

イルセンサシステムを活用するとともに平成30年度に導入するテクスチャーアナライザーで

は詳細な超重泥水の充填施工性と安定性を，平成 29年度までに導入した保水性試験装置およ

び水ポテンシャル測定装置では覆土材の保水性をそれぞれ定量測定し，一次データベースの

作成を行った．

上記の成果については各材料の仕様に応じて整理し，廃炉プロセス技術シナリオを支援す

るための新技術メニューへの導入を行った．具体的な内容は，以下の通りである．

(1)各超重泥水のガンマ線・中性子線遮蔽性能の一次データベースの拡張（図 1, 2 参照）

(2)各覆土材料のガンマ線・中性子線遮蔽性能の一次データベースの拡張

(3)遮蔽実験における散乱放射線の影響評価および二次元放射線分布の測定

(4)タクタイルセンサシステムを用いた超重泥水の充填施工性評価

(5)テクスチャーアナライザーを用いた超重泥水の安定性評価（図 3～6参照）

(6)覆土材の保水性能の定量評価



図 1 超重泥水のホウ素濃度と熱中性子

線低減率の関係

図 2 ホウ素含有超重泥水の厚さと熱中

性子線低減率の関係

図 3 球状治具の貫入・引き抜き時間に伴う

荷重の変化

図 5 球状治具の貫入・引き抜き距離に伴う

荷重の変化

図 4 球状治具の貫入・引き抜き距離に

伴う荷重の変化（比重 1.1および 1.8の

拡大図）

図 6 材料の攪拌に伴う貫入・引き抜き

抵抗の減少
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性子線散乱成分の実験的測定，土木学会平成 30 年度年次大会第 73 回年次学術講演会，北
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合組成と亀裂閉塞性・遮水性との関係，第 53 回地盤工学研究発表会，高松，p.389-390，
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５． 研究活動の課題と展望

デブリ取出し補助のためのガンマ線と中性子線両方の遮蔽性能を有する超重泥水や構内除

染廃棄物の一時仮置き施設のためのガンマ線遮蔽性能と遮水性能の両方を保有する覆土材の

仕様設計に資するため，各材料仕様に応じて取得した放射線遮蔽データを取りまとめ，デー

タベースとして構築する．また，各材料仕様に応じた施工性と安定性を評価するため，これ

まで各種装置により測定・評価してきた施工性と安定性に関する物性値を取りまとめると共

に，実際の工事でもこれらの観点から評価できるようにデータベース化を進める．さらに，

デブリ取出し完了までの期間を念頭に置き，超重泥水の状態モニタリングへの弾性波速度の

活用可能性について，新たに導入する岩石速度測定装置を用いて調査する．なお，これらの

成果は，廃炉地盤工学委員会で進める処分シナリオを支援するための新技術メニューとして

導入する．


